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要旨   

オレイン酸をセンサ膜とする水晶振乱Juニおいセンサを制作した．こCr）センサを′鞘いて低濃度アルコーール水㈲接げ）アル  
コーーール濃度を測定Lた結果，アルコールセンサとして卜分な感度があることを確認した  

センサ膜材料とLこ，オレイン酸（Scぬeme2）を使用  

しノた一月則勿質をエタノールに溶解させた（け5g′′′50mL）．  

裸の水晶発振子をこの溶液に浸L引き上げて乾燥させ  

るディップ＝卜一ナイング法でセンサ素／を作成した．ニ  

の持の製膜前後のセンサ素子ゾ）振動数の某を「Jゝ声「M．と  

して，センサ膜州傑厚Cり目安とした、  

1緒言   

醤潮い味噌は最終⊥程において人為的にエチルアルコ  

ーールを添加する．二i三な目的は腐敗防止∴香り付けである．  

これらの最終製「ルのアルコール濃度は法的に厳し／く舶  

制されている．（高すぎるとアルコー【ル飲料となりコ 伍  

すぎると腐食する）∴れら〝）発酵食品業界」ニおいて，最  

終製ぎら［－」のアルコー【ル濃度の簡易な計測法の確、ンニは∋ 緊急  

の課題である．本研究では，高感度で安価なマイクロデ  

バイスである水晶発振子をセンサのトランスデューーサ  

として採用し，高感度慣サルニトルセンサを開登しノた．  

2実験  

2．1試薬・器具   

センサ素′▲とLてノ汀カット 基準周波数6M！lzの水  

晶発振＝（キンセキ製）を住いた．翫翫瀾僧侶∴同ホした  

ように，被検体し7）／＼ツドスヘー、スにセンサ素「を浸す蒸  

気圧法により計測を行／Jた．計測け室温て右上正  

Seheme2．Ch引11ic；もIstructしireOでoicicacid  

2 2 実験方法   

F竜琶。琶：こ3％ア㌧レニール水溶液に対するセンサ応答を示  

す。センサ素子を蒸気「†「にさらすと徐々にセンサの振動  

数が低卜した．二れは蒸気分子がセンサ≠勘こ吸着したた  

軌と思かれる．1（〕分後にセンサ素ナを空気パ一に戻す  

振動数は吸着前び〕数値に戻／〕た．ニぴ〕一連〔／パ菓作におい  

， て空気L「－の振動数と蒸気中〝）振動数桝屋宜∵■′包亘→1■’とL  

てセンサ〃〕止∴答値とした  
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詔。結果巴考察  
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訂壷g。急に低濃度ア′レコ、－ルに汁卜るセンサ〃）検量線を－  

ホす アルコーール濃度に対㌧て周波数要化が何滴的に大  
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計量g闇㌃e塊。Rcprndし1Ciblii‡、‘（）i－iherespn‡1SC Og、a pie∠Oeiect王一ic  

叩StとIIcし）alcd兢ith o重cic acid（△r＼i＝う▲8k互iz）ibraqueous  

cthailOIs（〕iし1tion of、3今寺l．  

3、2オレイン酸膜被覆センサの物理化学的評価   

Fig。5 にイ］’機系飽和蒸気に末巨るセンサ応答値を示  

す．既報＝に上ると，溶解ハラメ一夕（8）△Fプロソ  

トは火山型の曲線を描く．そ肛鳳和一 センサ臓物質「1  

身〝）8値と 一致する．オレイン酸サ播植が不明であるが，  

Fig。5の傾向は既報＝と一致している．Fig。5中の波  

線は 酢酸（潮位は不明）に射す㌃応答値を示すし 酢酸  

は，韓i直のアルコー▼ル測定において，水の次に深刻だと  

戸想される音二渉物官㌢である．エタノールのおょそ 57〔′ヒh  

の感度Lかないため，醤油中の酢酸濃度を考慮すると現  

実♂〕測定では影響は小さいと考えられる．  
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『壷gM㌃e2・Scr－SOrrCSP川1SCS Of、apleZ（－eIectric呵′Sta呈co乙1tCd  

l＼rith（）王e盲c acid（△∫1～－ 3．8kHz）agajnst concentratjし｝flng、  

etモ1乙も】10盲．  

F壷g。3に同センサのヒステリシス特性をホすb 昇濃度  

ンリーーズの後に掛定Lた降濃度シリーーズのガが高い応  

答値をホしノた  
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鬼ほ紹新旧呂別離摩   

許’壷g闇訂e3q 音量、′StCrCSis cur～′C Or tllC SCnSnr reSPOnSピOf、a  

Piezocicctriccr）Sta呈cl）ated、㌔rit！…lcicacid（封㌦＝3・Skル）  

ag之i】FIStCtha†101cnnce！ltrと毒tio呈1・  

訂豆g。遽に同じアルコール溶液を連続測定したとき〔けi：  

ンサ応答偵をホす．仝体的に【rl慄：を壷ねるごとにセンサ  

Lこ二答がぶニト上汁する傾向がみ宣れた．ニのイ蜘古け上官ごig．3  

〃〕ヒステリシス特什と≠）茂Hろ．  

呂／C感＝姐…  
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Orga王1icもraPOrS aモーd tl－ビ fナcqしief－C〉 reSpOnSeS頼りい＝血  
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針ま産め   
醤油を対象とするアルニトルセンサとして，当水晶備  

動ぺにおいセンサは十分m感度があることを確認し′た   

同時に美甘化げjためには鑑帰しノなければならないヒ  

ステリシス特性（雁腔依竹井）も観察された、今後二〔ノノ）  

ヒステリシス牲性を調査L原因を突きl卜㍍）る必要があ  

る．  
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